
第25回　「アジア経済フォーラム」のご案内！！
　

２０１６年１〜９月期の中国の経済成長率は６.７％となりました。高度成長期と比較すれば、決して良好とはいえないものの、極端に悪化しているわけでもなく、いわゆる「新常態」の状況にあるといえるでしょう。問題はいわゆる過剰生産問題をはじめとしたサプライサイドの構造改革が進むかどうかです。雇用という社会の安定とも絡む問題ですので、簡単には進展しないと見られますが、短期的には構造改革ができないからといって直ちに経済が落ち込む可能性は大きくないと思われます。とはいえ、構造改革が進展しなければ中長期的には「中所得国のわな」に陥るリスクも考えられますが、中国経済の現状はどのように見ればよいのでしょうか。本フォーラムでは２０１６年８月末までジェトロ北京事務所に駐在した講師が、現場の最新情勢も踏まえて、中国における経済や政策の動向、進出日系企業のビジネス環境等についてご説明いたします。
【主な内容】　・201６年の経済動向と２０１７年の見通し
・中国の経済・産業政策の動向
・進出日系企業の事業運営
【受講料】　　無　料（ただし、事前のお申し込みが必要です。）
【定　　員】　　50名（定員になり次第締め切らせていただきます）
【主　　催】　　福井県立大学地域経済研究所

【後　　援】　　ふくい貿易促進機構、福井商工会議所、ジェトロ福井貿易情報センター
【お申込み・お問合せ先】福井県立大学地域経済研究所　TEL (0776) 61-6000(代)
〒910－1195　吉田郡永平寺町松岡兼定島4-1-1　E-Ｍａｉｌ　keiken@fpu.ac.jp　（担当金松）
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中国経済の最新情勢と今後の展望


～新常態とサプライサイドの構造改革～


日　時　平成２8年12月２日（金）１5：3０～１7：0０


会　場　福井商工会議所ビル２階　会議室B





　講師　　� eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まいえ よういち),真家　陽一)�　氏　（名古屋外国語大学　外国語学部　中国語学科　教授）


【略　　歴】19８５年、青山学院大学経営学部経営学科卒。2001年、日本貿易振興会（ジェトロ、現・日本貿易振興機構）入会。2004年、北京事務所次長（調査担当）。2009年、海外調査部中国北アジア課長。2014年より再度、調査担当次長として北京事務所に勤務。２０１６年９月より現職。


【専門分野】専門は中国経済、日系企業の対中ビジネス戦略。主な著書に「米金融危機が中国を変革する」（単著・毎日新聞社）、「中国経済の実像とゆくえ」（編著・日本貿易振興機構）等がある。








